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⼼臓リハビリテーションチーム報告
真崎祥⼦ 慢性⼼不全看護認定看護師
⽇本循環器看護学会において
ベストプラクティス賞受賞

当院の真崎看護師が、このたび「超⾼齢独居⼼不全患者
の在宅看取りを実現した地域連携」という演題で、第22
回 ⽇本循環器看護学会 学術集会においてベストプラクテ
ィス賞を受賞しました。

近年、社会の超⾼齢化に伴い、慢性⼼不全の⽅が急激
に増加しています。さらに、⾼齢化に伴って独居の⽅も
増えており、「⾃宅で最期まで過ごしたい」という願い
を持つ⼼不全患者さんの⽀援は、地域医療にとって⾮常
に重要な課題となっています。特に⼼不全は、症状の変
動が激しく、緊急⼊院を繰り返しやすい病気です。超⾼
齢で独居という状況下で、患者さんが安⼼して在宅⽣活
を送り、望む場所で看取りを迎えられるよう⽀援するこ
とは、重要な命題です。我々の⼼臓リハビリテーション
チームは、こうした問題に対し、多職種で組織的に取り
組んでいます。

真崎看護師の演題は、住み慣れた⾃宅での⽣活を最優先にするため、当院の⼼臓リ
ハビリテーションチーム、退院⽀援部⾨と、地域の訪問看護ステーション、ケアマ
ネジャー、かかりつけ医、薬剤師といった多職種間の連携を強化した実践が評価さ
れたものです。こうした連携により、患者さんの⼩さな体調変化を地域全体で迅速
に共有・対応できる体制を構築しました。

今後も当院では、超⾼齢社会における⼼不全ケアの質の向上に努めてまいります。


